第６学年 社会科学習指導案
日　時　平成25年11月22日（金）第４校時　　　　
場　所　御嵩町立上之郷小学校　６年生教室

授業者　第６学年担任　　　　　　　　　
１　単元名　『　長く続いた戦争と人々のくらし　』
２　ねらい　
　　　戦時中の国民の生活を調べることを通して，戦争が長引き，アメリカが日本を爆撃したり衣食が配給制にな

ったりする中，小中学生が戦争の訓練をする，空いた土地で食べ物を作るなど，一人一人が考え，自分達が

できることに精一杯立ち向かって生活していたことが分かる。
３　展開　（４時/全７時）　
	過程
	学　習　活　動
	指導・援助・留意点

	つ
か
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	１、「ちいちゃんのかげおくり」の絵を見て，どうして防空頭巾を被っているのか考える。
○なぜちいちゃんは防空頭巾を被っているのでしょう。
・空襲から自分の身を守るために被っていた。
・建物が崩れてくるから。
２、課題をつかむ。

戦時中の人々は，どのような生活をしていたのだろう。
３、資料から，戦時中の人々の生活の様子を読み取り発表

する。
○戦時中の人々の生活の様子を調べましょう。
衣食
・空いた土地を畑にして，食べ物を作った。

○どうして自分達の力で，空いた土地で食べ物を作ったのか？

・少しでも食べ物を手に入れようと，できることを考えたから。
・配給が少なくてお腹が空くので，もっとたくさん食べたいから。
住居
・空襲が激しくなると，子ども達は集団で地方へ疎開した。
○どうして，集団で疎開したのか？
・一人一人より集団の方が，みんなで協力できるから。
・このまま家にいると，自分達も死んでしまいそうだから。
労働・勉学
・小学生も学校で戦う訓練を受けるようになった。

○どうして小学生まで戦う訓練をしていたのか？

・戦争に勝つためには，少しでも多くの兵が必要だから。
・自分達も大きくなったら戦うと思うから。
４、戦時中の生活において，共通している人々の気持ちをまとめる。
○一人一人ができることを「考え」たり，自分達が「できること」に

「精一杯」立ち向かっていたんだね。
５、本時のまとめをする。
　戦時中は，空いた土地で食べ物を作るなど，一人一人が考え，自分達ができることに精一杯立ち向かって生活していた。
６、戦時中と震災後の避難生活で似ていることを考える。

○戦時中の生活は，何かの生活の似ていませんか？
・「自分にできることを考えて行動する」所が，避難所や震災後

の生活と似ていると思います。
	・防空頭巾を被っている理由を考えるこ
とで，戦時中の生活に意識を向けさせ
る。
・前時の学習内容にも触れ，これまでの戦争とは違い負けを重ねており，これまでの生活とは大きく変わったことを捉え
させる。
・衣食　住居　労働・勉学の三つの視点
を与え，自分はどの視点から調べるの
かはっきりさせてから，読み取らせる。
・事実だけでなく，背景や気持ちを考え
ている児童をほめる。考えていない児

童には，「どうしてそのようなことをした
のか？」などと問い返し，その時の背景
や気持ちを考えさせる。

【人権教育の観点】

≪認識力≫

　非常時には，自分や周りのためにも，一人一人が考え，できることに精一杯立ち向かうことが大切であると理解できるようにする。


【防災教育の観点】
≪知識・理解≫　
　非常時は，一人一人が考え，できることに精一杯立ち向かうことが大切であると理解できる。
【評価規準】

　戦時中は一人一人が考え，自分達ができることに精一杯立ち向かって生活していたことが分かる。＜知識・理解＞

・児童から意見が出てこない場合は，突

然生活が変わる点や食べ物が満足に

食べられない点を強調し，考えさせる。


